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　２月開催の第１回市議会定例会において、渡辺市長が市政執行
方針を、泉山教育長が教育行政執行方針をそれぞれ述べました。
　今回は、方針にもとづく予算と各取り組みを紹介します。なお、
執行方針の全文は市 に掲載しています。

▶
市
政
執
行
方
針

▶
教
育
行
政

執
行
方
針

　一般会計予算は前年度比10.4％増となりました。令和８年度は第２次まちづくり
総合計画の初年度であり、物価高や人件費上昇の対策に加え、財政健全化実行計
画期間中に抑制していた各事業への対応のほか、新しい価値の創造や未来を切り
拓くための視点を加えた予算を編成しました。

財政課財政係☎（26）７７８８

■① 市税　24.3 億円（12.7％）
　 皆さんから市に納めていただく税金
■②分担金・負担金　1.0 億円（0.5%）
　 サービスに応じて利用者が負担する
お金
■③使用料・手数料　4.0 億円（2.1%）
　 市の施設利用や住民票など証明書
の発行にかかるお金
■④地方交付税等  95.4 億円（49.9%）
　 市町村の財政状況や人口などに応じ
て、国や北海道から配分されるお金

■⑤国・道支出金　32.6 億円（17.1％）
特定の目的を行うために、市町村に

配分されるお金 
■⑥市債　17.2 億円（9.0％）
　 国や銀行から借り入れるお金
■⑦その他　16.7億円（8.7％）

▶
予
算
資
料

■①総務費 13.7億円（7.1％）
　 市役所の運営管理、広報発刊などに
使う経費
■②民生費 39.4億円（20.6％）
　 子育て支援、高齢者、障がい者福祉
などに使う経費

■③衛生費 19.8億円（10.3％）
　 医療、健康増進、ごみ処理などに使
う経費

■④農林水産業費 19.1億円（10.0％）
　 農業・林業の振興などに使う経費
■⑤商工費 4.9億円（2.5％）
　 商工業や観光振興などに使う経費

■⑥土木費 15.0億円（7.9％）
　 道路、河川、住宅、公園などに使う経
費
■⑦教育費 21.8億円（11.4％）
　 学校教育、社会教育、スポーツ振興
などに使う経費
■⑧公債費 25.6億円（13.4％）
　 借金の返済などに使う経費
■⑨職員費 23.7億円（12.4％）
職員の給料などに使う経費

■⑩その他 8.2億円（4.4％）

収入は「どこから
いくら集めるか」、
支出は「何にいくら
使うのか」を
表しています。

一般会計予算  191億2,448万円
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特別会計とは？

企業会計とは？
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なぜ借金をするの？

基金はどのように使うの？

　一般会計と分け、目的を限定して事業ごと
に経理する会計です。
　使用料や国からの補助金のほか、一般会計
からの繰入金で運営しています。

　民間企業と同じように、独立採算を原則と
している会計です。
　利用料金や一般会計からの繰入金などの
収入で運営しています。

　基金（預貯金）は、年度ごとの財政調整を
行ったり、特定の目的の財源として利用して
います。

　市債（借金）には、毎年の財政負担の平準化
を図ることと、公共施設は将来においても利用
されることから、現在と将来の市民負担を公平
にする役割があります。
　なお、元利償還金の約６割が交付税措置さ
れる見込みです。

全会計の合計予算
319億7,401万円

令和８年度末の残高見込額
　基金：　  22億   579万円
　市債：　199億7,133万円

（市民一人あたり）

  14万円
125万円

（一般会計） （R7.12月末人口  16,001人）

（億円）
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　現在、エネルギーや食料品をはじめとする物価高騰が長期
化しており、本市においても大きな影響をおよぼしています。
将来にわたり持続可能な自治体運営を行うためには、市民の
暮らしを守る、きめ細やかな支援策が必要です。
　令和８年度は、第２次まちづくり総合計画の初年度であ
り、予算では、財政の持続可能性を確保しつつ、新しい価値の
創造や未来を切り拓く挑戦的な取り組みを推進します。
　新規事業として、温根別地域の交流拠点整備や道の駅を
拠点とするまちなかのにぎわい創出、災害対応型ドローンの
整備、給食無償化への対応などがあります。

　市民、企業、行政が手を取り合い、ともに未来を切り拓く
「共創のまちづくり」を加速させるとともに、次世代に誇れる
「持続可能なまち」を築いていく飛躍の一年にしたいと考えて
います。

予算Pick Up医療体制の充実
　名寄市立総合病院との連携と機能分化を推進し、地域医療の提
供体制を確保します。
　病院再整備は、令和９年度をめどに基本方針が策定できるよう、
取り組みをすすめます。

地域福祉の推進
　高齢者福祉では、高齢者の健康や福祉の増進、介護保険サービス
の円滑な運営をめざし、令和９年度を初年度とする「第10期高齢者
保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定します。

保健・健康づくりの推進
　予防可能な疾患の発症や、重症化予防を継続します。また、肺がん
検診に低線量ＣＴ検査を導入し、早期発見、治療によるがん死亡率
の減少をめざします。

安全安心なまちづくり
　警察などの関係機関と連携し、防犯・交通安全・消費者被害の対策
を継続します。また、人の生活圏に侵入したヒグマ対策として、市町
村長の判断で行う緊急銃猟の実施に必要な体制を整備します。

人権の尊重と男女共同参画
　４月から施行する「第４期男女共同参画行動計画」にもとづき、人
権の尊重やあらゆる暴力の根絶に向けた取り組みをすすめます。

▶市立病院医療機器整備事業
6,227 万円

　生化学・免疫学装置の更新のほか、
自動採血管準備装置、血圧脈波検査
装置などを購入します。

▶高齢者福祉・介護保険事業計画策定事業
427 万円

　令和９年度施行に向け、第10 期計
画の策定に着手します。

▶がん検診事業
1,798万円

　肺がん検診に低線量ＣＴを導入し
ます。

健やかに安心して暮らせるまちづくり
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予算Pick Up社会教育の充実
　市民が自分らしく「学ぶ喜び」を実感できる場と「ともに学ぶ喜び」
を実践できる場を広げ「市民だれもが先生になれ、だれもが生徒に
なれるまち」をめざします。
　地域や家庭、学校、企業、行政が一体となって取り組む「ふるさと
教育」「キャリア教育」を推進し、だれもが生涯にわたって意欲的に学
び続けられる学習社会の発展を図ります。

文化芸術の振興
　本市が築き上げてきた文化芸術の良さを生かしながら、中長期的
な将来像を集約・一元化し、市民が共有できる「地域文化のビジョン」
を策定します。

スポーツの振興
　現在整備中の陸上競技場は、７月のリニューアルオープンに向け
て改修工事や公認検定に取り組みます。
　総合体育館は、庁内に検討委員会を立ち上げ、今後のあり方につ
いて検討をすすめます。

こども・子育て支援の充実
　「第４次士別市子どもの権利に関する行動計画」にもとづき、子ど
ものいきいきとした育みを地域社会全体で支え合う仕組みづくりを
推進します。
　４月から、保護者の就労の有無にかかわらず利用できる乳児等通
園支援事業「こども誰でも通園制度」を実施します。
　医療費の無償化を中学生から高校生年代に拡大し、子育て世代に
おける医療費の負担軽減を図ります。

予算Pick Up

学校教育の充実
　教育の質の向上に向けて、タブレット端末の効果的な活用やＡＩド
リルの導入、特別支援教育支援員の配置など、子どもにとって充実
した学校生活の実現をめざします。
　朝日地区義務教育学校は、名称を「あさひ未来学園」と定め、令和
９年度の開校に向けて準備や校舎整備をすすめます。
　令和８年度から実施する学校給食の米飯完全委託化にともなう
中学校給食費の上昇に対応するため、物価高騰対策重点支援地方
交付金を活用し、子育て世代への経済的支援を行います。

高校教育の充実
　士別東高校の教育環境を改善するため、老朽化が顕著となった現
校舎から旧多寄中学校への移転を軸に、市民との対話を踏まえなが
ら準備をすすめるとともに、現校舎の適切な管理を継続します。
　私立高校の授業料無償化を踏まえ、学校運営協議会などの地域
との連携を深めながら市内２高校のさらなる魅力向上を図ります。

▶文化芸術振興事業
500万円

　鑑賞型・市民参加型事業の実施団
体を補助します。

▶習い事応援タクシー事業
150万円

　スポーツなどの習い事への送りが
困難な、小中学生の移動手段を確保し
ます。

▶子ども医療費給付事業
5,173万円

　医療費無償化を高校生年代まで拡
大します。

▶乳幼児等通園支援事業
400万円

　「こども誰でも通園制度」（通称）を
実施します。
▶義務教育学校開校準備事業

529万円
　あさひ未来学園開校に向け、校章デ
ザインや校歌・校旗などを作成します。

▶学校給食センター管理運営事業
１億7,037 万円

　小学生の給食費を無償化し、保護
者の経済的負担を軽減します。

元気で生きがいの持てるまちづくり

未来を育む心豊かなまちづくり

を実践できる場を広げ「市民だれもが先生になれ、だれもが生徒に

▶子ども医療費給付事業

▶乳幼児等通園支援事業

▶義務教育学校開校準備事業

▶学校給食センター管理運営事業
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予算Pick Up農業・林業の振興
　農業では、新たな「第５次士別市農業・農村活性化計画」にもとづ
き、担い手の確保や環境保全型農業の推進、生産基盤の整備などに
取り組みます。
　林業では、森林が持つ多面的機能を十分に発揮できるよう、市有
林の健全な育成を図り、森林資源の充実と持続可能な森林環境の
形成を推進します。

商工業の支援と雇用・勤労者福祉の充実
　商工業では「地域循環型住宅リフォーム促進事業」「地域循環型
住まいづくり促進事業」による助成を継続します。また、関係機関と
連携し、事業承継に向けた支援策や相談体制の確立をめざします。
　雇用では、経営アドバイザーを育成し、起業に向けたサポート環境
の充実をめざします。

観光の振興
　観光では、にぎわいの創出と経済活性化に向けて、道の駅を拠点
とする「羊のまち士別まちなかにぎわい創出事業」に取り組みます。
　また、１市３町で構成する着地型観光推進協議会などの広域連携
を通じて、本市の魅力発信の強化と誘客促進に取り組みます。

移住定住の促進と関係人口の創出
　士別市移住定住交流促進協議会Ｍａｚａｒｕとの連携を強化し、
移住体験ツアーやふるさとワーキングホリデーなどを通じた交流人
口や関係人口の創出を図ります。

地域間交流の促進
　７月に、姉妹都市であるオーストラリアのゴールバーン・マルワリー
市から、高校生が短期留学生として来市予定であり、士別翔雲高校
国際局と連携しつつ受入れの準備をすすめます。

合宿の充実
　関係団体との連携を深めつつ、合宿選手と市民のふれあいを大切
にした合宿の聖地づくりをすすめます。また、トップセールスによる新
たな合宿チーム招致活動も継続します。

企業誘致の強化促進
　道と連携し、本市の環境や資源などとマッチングする企業を抽出
し、プレゼンテーション機会の構築に努めます。また、トヨタ自動車
や日本甜菜製糖士別製糖所、三協精器工業など、現在の立地企業と
も連携を強化し、地域の持続的発展を図ります。

市民活動・地域づくりへの支援
　自治会活動の推進と加入促進への支援を継続し、地域活動を通
じたコミュニティづくりをすすめます。また、地域の課題解決や新た
な価値の創出に向けて「共創のまちづくり」への支援を行います。
　温根別地区において、旧温根別小学校校舎を活用した公共施設
の集約化と活気ある地域づくりに取り組みます。

▶農業農村担い手支援事業
744万円

　４・５年目の就農者への経営支援
や、就農体験参加者の交通費を一部
助成します。
▶有害鳥獣被害防止対策事業

2,196万円
　ヒグマの緊急銃猟実施に必要な備
品などを整備します。

▶岩尾内観光施設整備事業
1,894万円

　老朽化した白樺キャンプ場管理棟
を改修します。

▶起業チャレンジ支援事業
297 万円

　事業承継や起業をめざす方向けに
経営学やリーダーシップの講習を実施
します。

▶移住定住促進事業
1,893万円

　Ｍａｚａｒｕと連携し、交流人口や関
係人口の拡大を図りながら移住定住
を推進します。

▶温根別地域交流施設整備事業
1,534万円

　出張所、公民館、交流センターの機
能を旧温根別小学校に集約するため、
改修工事を実施します。

地域の魅力でにぎわうまちづくり

▶農業農村担い手支援事業

▶岩尾内観光施設整備事業

▶起業チャレンジ支援事業

▶温根別地域交流施設整備事業
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予算Pick Up持続可能な公共交通
　移動手段の確保が不可欠な方へのサービスを将来にわたり維持し
ていくため、利用者のニーズを的確にとらえ、持続可能な地域公共交
通の実現をめざします。

環境保全とゼロカーボン
　「士別市森林吸収源対策推進計画」にもとづき、ＣＯ２吸収能力が
高い樹種「クリーンラーチ」の植栽や、未整備森林の間伐などを促進
し、森林吸収量の維持・増加を図ります。

都市景観の形成・公園緑地の整備
　財政健全化実行計画の終了にともない、公共施設の取り壊しなど
を計画的にすすめます。
　街路樹の捕植や遊具の定期点検を実施します。また「公園施設寿
命化計画」にもとづき、公園内の整備、維持保全に努めます。

治水対策の推進・道路環境の整備
　治水対策の推進では、豪雨などによる災害防止に向け、河川の流
れを妨げる樹木の伐採や、河道整備などを継続します。
　道路環境の整備では、朝日市街地道路整備の早期完成に向けて
道と連携し事業促進要望を継続します。

住環境の整備
　令和７年度に発行した「住まいの終活ガイドブック」や、空き家・空
き地バンクの活用により、空き家などの流通を促します。また、管理
不全により周辺環境を損なう恐れのある空き家は「空家等対策計
画」にもとづき所有者への指導など必要な措置を実施します。

上下水道・ごみ減量化・リサイクル推進
　安全安心な水の安定供給に向け、浄水施設の設備更新や耐震管
整備などを実施します。下水道事業では「下水道ストックマネジメン
ト計画」にもとづき水処理施設の設備更新などを実施します。
　ごみ減量化・リサイクル推進では、環境センターでの市内小中学校
の見学受け入れや、自治会へのごみ分別説明会などをとおして、ごみ
分別の徹底に努めます。

防災・救急体制
　避難行動要支援者に対する個別計画策定や、備蓄資機材などの
整備をすすめるほか、内水の浸水情報を示したハザードマップの作
成に着手します。
　消防・救急では、近年増加傾向にある林野火災や山岳救助などに
迅速に対応するため、災害対応型ドローンを整備します。

ＩＣＴ・ＤＸ・情報通信の充実
　ＩＣＴの活用による業務の効率化と市民サービスの向上に向け
て、国が定めるシステム標準化への対応を継続するとともに、生成Ａ
Ｉなどの先端技術やオープンデータの活用に向けた取り組みをすす
めます。

▶普通財産環境整備事業
8,665万円

　公共施設マネジメント基本計画に
もとづき、該当施設の調査や解体工事
をすすめます。

▶公営住宅整備事業
2,550万円

　老朽化した公営住宅の建て替えに
ともなう移転を実施します。

▶東山浄水場改良事業
4,394万円

　ポンプの購入および池棟天井の改
修工事を実施します。

▶防災対策推進事業
2,027 万円

　令和９年度のハザードマップ更新に
向け、避難情報などのデータ分析を実
施します。

▶消防資機材整備事業
2,387 万円

　災害対応型ドローンを購入します。

▶テレビ中継局および
　　　　　共同受信施設等整備事業

6,098万円
　地デジ化で導入した放送機などを
整備し、安定した放送を確保します。

▶水道ビジョン策定事業
1,400万円

　将来を見据えた水道事業の方向性
と、実現に向けた方策をまとめた中長
期計画を策定します。

持続可能で住みよいまちづくり

▶東山浄水場改良事業

▶水道ビジョン策定事業

　　　　　共同受信施設等整備事業
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　近年の学校教育を取り巻く環境は、いじめや不登校対策、
子どもたちの命と健康を守る安全対策、働き方改革の推進な
ど、一層多様化・複雑化しています。
　令和の学校教育においては「個別最適な学び」「協働的な
学び」のもと、一人ひとりが自分の良さや可能性を見つけ、目
標実現に立ち向かうことができる力を育む指導の重要性を
示しているほか、自らの人生を舵取りする力も必要だとして
います。
　本市でも、これまでつくり上げてきた地域コミュニティを
基盤とし、学校や地域、家庭、行政が一体となって「子ども理
解・市民理解の感度を高める教育行政」「市民だれもが先生に
なれ、だれもが生徒になれるまち」の実現をめざします。
　教育の潮流をしっかりと見極め、地域社会のなかで、個人
それぞれが幸せや生きがいを感じられる「人づくり」に全力を
尽くします。

子どもたちの可能性を引き出す教育の推進
新しい時代に必要な資質・能力の育成

　生きる力となる知識や技能、判断力や思考力をバランスよく育む
ため、基礎的な学習内容の確実な習得を推進し、学んだことを子ど
もが主体的に活用できるような指導を行います。
　教職員を対象とした、スキルアップセミナーや特別支援教育研修
会などを実施し、時代に即した資質・能力を育成します。

予算Pick Up
▶学習振興事業

2,543万円
　ＡＩドリルを導入し、児童生徒一人ひ
とりに合った個別最適な学びを推進
します。

▶部活動地域展開推進事業
518万円

　地域人材による部活動の実施に向
け、地域・学校・行政が一体となって地
域展開を推進します。
▶教育格差解消事業

1,156万円
　経済的理由によって就学困難と認
められる児童生徒の保護者に、学用品
購入費の支給などの支援を行います。

ふるさと教育・キャリア教育の推進
　教室での学びをさらに深め、広げる取り組みとして、市内立地企業
の視察見学やものづくり体験教室、農業学習をすすめるほか、地域
貢献する人材を育むインターンシップを行います。
　子どもたちが夢を抱き、可能性に挑戦する意欲を育む機会として、
陸上教室やオリンピアン教室などを継続します。

健康教育・食育の充実
　中学校の体育科指導では、体育のスペシャリスト教諭を中心とし
た体力向上などの授業改善に取り組みます。また、小学生までを対
象とした「青少年運動能力向上事業」では、バルシューレ競技を基本
に子どもの基礎運動能力の向上を図ります。

特別支援教育の推進
　授業や活動内容によって特別な支援などが必要な児童生徒に対
し、個々のニーズに応じたきめ細やかな指導・支援を行うため、特別
支援教育支援員の配置やことばに関する通級指導を継続します。

▶学習振興事業
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学びの機会を保障し、教育の質を高める環境の整備

地域と一体となった持続可能な教育の実現

ＩＣＴ教育の効果的な活用
　学習用ＩＣＴ端末使用の日常化を図るとともに、インターネットモ
ラル・リテラシーを含む情報教育推進のための資料提供を各学校に
行うなど、ハード・ソフトの両面における環境づくりに努めます。

予算Pick Up
▶情報通信教育推進事業

3,394万円
　小中学校における情報教育を推進
するほか、義務教育学校開校に向けた
環境を整備します。
▶高校魅力化支援事業

837 万円
　高校や地域と連携し、市内外へ魅
力を発信します。

いじめ防止などの取り組みの充実
　学校はもとより、スクールカウンセラーや関係機関などの専門的
識者とも連携し、いじめや不登校などに対し適時、適切に対応しま
す。また、学校以外の学びの場となる適応指導教室「ウィズ」では、在
籍校と連携しつつ児童生徒の特性に応じた指導と支援を行います。

子どもと向き合う時間の確保
　教職員の良好な環境づくりに向け、業務管理にもとづく時間外在
校時間の削減を図ります。また、教職員一人ひとりがワークライフバ
ランスを意識して業務に取り組めるよう「チーム学校」の体制づくり
に努めます。

学びのセーフティネットの構築
　朝日地区の義務教育学校「あさひ未来学園」の開校に向けた準備
をすすめます。また、士別東高校は、旧多寄中学校校舎の活用を軸と
した移転準備を地域とともにすすめます。

学校と地域の連携・協働
　地域コーディネーターの資質向上に向け、情報交換や研修の機会
を充実させます。あわせて、子どもたちの見守り活動や学習環境の整
備、ふるさと意識を育む教育活動など、学校と地域が連携・協働した
取り組みを推進します。

生涯学習・社会教育の振興
　「だれもが先生になれ、だれもが生徒になれるまち」の理念のもと、
市民一人ひとりが学び合い、知識や経験を分かち合える学びの環境
づくりをすすめます。また、社会教育士のネットワーク化とスキルアッ
プを目的とした事業を展開し、人づくり・地域づくりを推進します。

生涯スポーツの振興
　「健康・スポーツ都市宣言」の理念のもと、市民一人ひとりがスポー
ツに親しむ「市民皆スポーツ」の取り組みを継続します。また、スポー
ツを「する」「みる」「ささえる」といった多様な関わり方を通じて、生活
のなかにスポーツを取り入れる機運を高めます。

文化・芸術活動の振興
　文化・芸術活動の持続的な発展に向け、これまで各種計画に分か
れていた文化施策を整理し、だれもが文化芸術に親しみ、参加でき
る心豊かな社会の実現に向けたビジョンの策定に取り組みます。
　また、市民に対し舞台芸術の鑑賞機会や体験機会を提供する
ため、鑑賞型・創造型を行う団体へ事業費を助成するほか、ワーク
ショップなど子どもたちが体験できる事業も継続します。

予算Pick Up

▶社会教育推進事業
168万円

　社会教育委員や社会教育士の資質
向上のため、新たな研修機会を設けま
す。

▶市民スポーツ振興事業
2,879万円

　市民参加型のイベントを開催する
ほか、スポーツ能力向上事業の実施、
大会参加奨励などを行います。
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No.

７２

分別方法・指定ごみ袋を確認しましょう
　４月は異動・転勤といった転入出の時期です。新しく本市に転入された方は、ごみに関する本市のルールを、
ホームページやアプリ「しべつ暮らしナビ」などで確認しましょう。

ダ
メ
！
ポ
イ
捨
て

ダ
メ
！
ポ
イ
捨
て

今
年
最
初
の

　
　
剪
定
枝
収
集
で
す

今
年
最
初
の

　
　
剪
定
枝
収
集
で
す

▼
４
月
22
日（
水
）↓
朝
日
地
区

▼
４
月
23
日（
木
）↓
士
別
市
街
地
区

▼
４
月
24
日（
金
）↓
上
士
別
・
中
士
別
・

川
西
・多
寄
地
区

▼
４
月
30
日（
木
）↓
温
根
別
・
西
士
別
・

学
田
・南
士
別
・武
徳
・下
士
別
・北
町

地
区

〈
剪
定
枝
の
出
し
方
〉

▼
太
さ
20
セ
ン
チ
未
満
で
、長
さ
60
セ
ン

チ
未
満
に
切
り
そ
ろ
え
、ひ
も
で
束
ね

て
く
だ
さ
い
。

▼
針
金
な
ど
の
硬
い
も
の
で
束
ね
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
一
度
に
出
せ
る
量
は
５
束
ま
で
で
す
。

▼
１
束
は
、一
人
で
抱

え
ら
れ
る
程
度
に
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
葉
が
つ
い
て
い
て
も

収
集
し
ま
す
。

衛
生
ご
み
指
定
袋

　
　
忘
れ
ず
に
申
請
を

衛
生
ご
み
指
定
袋

　
　
忘
れ
ず
に
申
請
を

衛
生
ご
み
の
指
定
袋
を
支
給
し
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
世
帯
は
、忘
れ
ず
に
申
請

し
ま
し
ょ
う
。

①
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

②
士
別
市
障
が
い
者
日
常
生
活
用
具
等
給

付
事
業
実
施
要
綱
に
規
定
す
る
排
泄
管
理

支
援
用
具
の
う
ち
、ス
ト
ー
マ
装
具
ま
た

は
紙
お
む
つ
な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い
る

世
帯

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２

級
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、障
が
い
区
分

が
下
肢
・
体
幹
に
該
当
し
、現
在
も
紙
お

む
つ
や
ス
ト
ー
マ
装
具
・集
尿
袋
な
ど
の

装
具
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

《
申
請
先
》

市
民
課
・
地
域
福
祉
課
・
朝
日
支
所
・

各
出
張
所

例
年
、雪
解
け
後
の
空
き
地
や
道
路
な

ど
で
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
、空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
の
糞
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は「
犯
罪
」で
す
。絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一
般
ご
み
と

混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い

一
般
ご
み
と

混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る「
一
般
ご
み
」に
ど

の
よ
う
な
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、定

期
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
で
は「
紙
類
」や
果
物

な
ど
の「
生
ご
み
」の
ほ
か
、お
む
つ
な
ど

の「
衛
生
ご
み
」が
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

分
別
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
袋
な
ど

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
敷
地
な
ど
の
公
共
用
地
で
拾
っ
た

ご
み
は
、環
境
セ
ン
タ
ー
に
事
前
連
絡
し
、

「
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ご
み
袋
」に
入
れ

て「
道
路
ご
み
」と
分
か
る
よ
う
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
マ
ジ
ッ
ク
で
書
く
・張
り
紙

を
す
る
な
ど
）

▲一般ごみに混入していた紙ごみ。包装紙や食
品の箱、ビールの紙パックなどが多い。

▲おむつなどの衛生ごみが混
入していることもある。

※
事
前
連
絡
が
な

い
と
収
集
で
き
ま

せ
ん
。ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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くわしくは、各医院まで問い合わせください。

士別市立病院　受診案内
【午前診療】午前 7時 45分～ 10時 59分（小児科は午前 11時 30分まで）
【午後診療】午前 11時～午後 3時（小児科は午後 4時まで）
※初めて受診する方は、初診窓口で受付してください。（午前８時 45分から）

日曜・祝日当番医 小児の予防接種

■上段（色付き）は午前、下段（白）は午後　 ※患者数により、診療できない場合や午後診療になる場合があります。

４月

※事前採血の受付時間は、午後１時～３時です。
※電話での診察予約変更は、午後２時～４時です。
※ＨＰＶワクチン接種のみ、午後４時までの予約が可能です。

※上記のほか、５・12・19・26・29日は市立病院です。
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　市では、スマートフォンやパソコンなどのウェブ上
で、いつでも水道料金などが確認できるアプリ「水道
ポータル」を、４月１日から運用開始しました。
　ぜひ活用しましょう。

上下水道局経営料金係☎（26）７７２５

■ いつでも、使用水量と上下水道料金が確認できます。
■ 使用開始や使用停止の手続きが、いつでも申請できます。

◀
上
下
水
道
の
使
用
料
と
料
金
を
大
き
く
表
示
し
ま
す
。

◀
当
年
と
前
年
の
月
ご
と
の
使
用
料
を
グ
ラ
フ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◀
利
用
開
始
や
停
止
な
ど
、契
約
の
変
更
も
可
能
で
す
。

■ 利用登録には、以下の情報が必要です。
　　①お客様番号 → 検針後に投函または郵送している「水道・下水道使

用水量等のお知らせ」に記載しています。
　　②お客様氏名カナ → 上下水道局に届け出た契約者名（株式会社〇〇の

場合、〇〇のみ）をカタカナで入力してください。
　　③メールアドレス → 上下水道局からのメール（＠city.shibetsu.lg.jp）を

受信可能なメールアドレスを用意してください。

■ 下記コードから、アプリのダウンロードと、Ｗｅｂ版へのアクセスができます。

▲iOS版 ▲Android 版

パソコンからログインする場合は、以下のアドレスから。
https://members-3.water-portal.jp/login?tenant=shibetsu
※登録の翌営業日以降に、使用水量や料金の確認ができます。

▲Ｗｅｂ版

書面の「検針票」は
12月で廃止します

　検針時に投函・郵送していた
「水道・下水道使用水量等のお
知らせ」は、12月をもって廃止
します。
　使用水量や料金は、水道ポー
タルでご確認ください。

▲アプリのアイコン
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上段（白）が午前、下段（緑）が午後のプログラムです。
水曜はあさひサンライズホールでも行います。

子育て支援センターゆら　☎（26）7202

４月

いきいき健康センター　☎（26）7778

▼いきいきサロン

▼市民サロン

※ このほか、「カフェつながり」を４日、18日（土）午前９時30分～11時30分に、「さんあいクラブ」を25日（土）
　午前10時～11時30分に開催しています。
※日曜キッズルームの開設時間は、午前10時～午後４時です。

事前申込不要 午前▶10時～11時30分
　　　（朝日は10時30分～正午）

午後▶１時15分～２時45分

※申込不要

《お願い》
・いきいきサロン参加者は、開始５分前までにお越しくだ
さい。
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▶期日前投票
　当日に、仕事やレジャーなどで投票に行けない方は、下
記の場所で「期日前投票」ができます。
　期日前投票は、入場券の裏面にある「宣誓書」の記入が
必要ですので、事前に書いておきましょう。

※ お住まいの地区にかかわらず、どちらの期日前投票所でも投票
できます。

▶不在者投票
　入院や長期出張などにより、当日や期日前投票に投票
できない方は、病院や滞在先などで「不在者投票」がで
きます。くわしくは問い合わせください。

▶郵便投票
　身体に重度の障がいがある方や、介護保険法上の要介
護５の方は、自宅から「郵便投票」ができます。
　郵便投票は所定の手続きが必要ですので、利用する方
は早めに問い合わせください。

●投票所来場者カードを発行します●家族で選挙に行きましょう
　投票所には、18歳未満の子どもも保護者同伴で入場
できます。
投票所への入場経験がある人は、ない人と比べて、有権

者になったときの投票する割合が高いという調査結果が
あります。ぜひ、子どもと一緒に投票所へお越しください。

　投票した方や同伴された
子どもなど、希望する方にお
渡しします。

　投票日は、４月12日（日）です。
　午前７時から投票できます。投票所入場券をもって、
都合のよい時間に投票しましょう。入場券は、４月５日
（日）前後に有権者に送付します。
※届かない場合は、問い合わせください。
▶投票できる方（①～③のすべてに当てはまる方）
①令和８年１月４日までに士別市に転入された方
②誕生日が平成20年４月13日以前の方
③投票日時点で、士別市に住所を有する方

●選挙公報を発行します
　候補者の経歴や、選挙で掲げる政策・方針などを掲載し
ています。
４月７日（火）以降に各家庭に配布するほか、市 にも

掲載します。無投票となった場合は、発行しません。

投 票 は 　 ま ち を 育 て る 　 第 一 歩

選挙管理委員会事務局☎（26）７８１５

●開票結果はウェブに掲載
　開票は、午後９時から行います。
　開票速報および選挙結果は、市 やFacebookに掲載
します。



税・保険・年金

　　　市税の納め忘れはありませんか？ 

（15）

　前年度から410 円引き上げら
れ、月額17,920 円となります。

①現金納付（納付書払い）
②口座振替③クレジットカード納付
②→年金手帳、通帳、通帳の届出
印を持参し、市民課医療年金係ま
たは各金融機関へ
③→マイナンバーカード（または
通知カード）、クレジットカードを
持参し、市民課医療年金係へ
市 民 課 医 療 年 金 係☎（26）

７７０３、ねんきんダイヤル☎
０５７０（05）１１６５

令和８年度
　　　国民年金保険料
令和８年度
　　　国民年金保険料

　納期を過ぎて市税を納付したときは、期限までに納付
した方との公平性を確保するため「延滞金」がかかりま
す。延滞金がかかる方には納付書を送付しますので、早
めにお支払いください。
　期限内の納付が難しい方は、一人で悩まず放置せず、
必ずご相談ください。

税務課納税係☎（26）７７１８

固定資産の価格縦覧固定資産の価格縦覧
　所有する資産の評価額を市内の
他の資産と比較し、評価の適正さ
を確認できます。
① 土地…所在・地番・地目・地積・
価格
② 家屋…所在・家屋番号・種類・
構造・床面積・価格
※マイナンバーカードなどの本人
確認書類が必要です。
６月１日（月）まで
※土日祝日を除く
税務課、朝日支所地域生活課
市内に土地や家屋を持つ方
無料
税務課資産税係☎（26）７７２３

教育・子育て

◀
市

令和８年度
　士別市奨学生の募集
令和８年度
　士別市奨学生の募集

　向学心があり、経済的な理由で
修学が困難な方へ奨学金を貸与し
ます。

令和９年３月まで（12
カ月間）※毎年申請が必要
大学院・大学・専修（専門）学校・
高校に進学または在学中で、保護
者が市民の方
①大学院生・大学生・専修学校

生（専門課程または専攻科）月額
３万円以内
②高校生・専修学校生（高校課程）
月額１万５千円以内
※①②ともに無利子

奨学生として選定された
場合、連帯保証人が必要です。（保
護者または独立の生計を営む方）

４月30日（木）までに学校教
育課管理係☎（26）７３０４また
は朝日支所地域文化課☎（28）
２１２１へ
※下記コードからオンライン申請
もできます。

春のあんしんネット
　　　新学期一斉行動
春のあんしんネット
　　　新学期一斉行動

　満18歳未満の子どもにスマート
フォンやインターネット接続機器を
利用させる場合、保護者は次のこと
にご注意ください。
①適切にインターネットを利用する
②家庭のルールをつくる
③フィルタリングなどを設定する
　実際に起きたトラブル事例と対
策法をまとめた「インターネットト
ラブル事例集（2025年度版）」が
総務省 に掲載されていますの
で、ご活用ください。
総務省北海道総合通信局情

報通信部電気通信事業課☎011
（709）２３１１

◀
総
務
省
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▲申請サイト

環境・衛生

▲利用申請フォーム

こども誰でも通園制度
４月からスタート

こども誰でも通園制度
４月からスタート

　子どもの成長を応援し、ライフ
スタイルにかかわらず利用できる
制度です。
４月６日（月）～
午前９時30分～11時30分
午後１時30分～３時30分
子育て支援センターゆら
０歳６カ月～３歳未満の未就学
児
午前・午後それぞれ３人
※定員が変わる場合があります。
１人につき１時間300円
下記フォームに登録し、申請し

てください。
子育て支援センター☎（26）

７２０２、こども・子育て応援課☎
（26）７７５９

ジャガイモシストセンチュウ
　　　まん延防止にご協力を
ジャガイモシストセンチュウ
　　　まん延防止にご協力を

　ジャガイモの根から養分を吸収
し、収穫量を大幅に減らしてしま
う害虫です。被害防止にご協力を
お願いします。
《被害を防ぐポイント》
①トラクター・農機具やコンテナ
などを使用後、洗浄を徹底する。
②無断で農地へ立ち入ったり、車
を乗り入れたりしない。
③家庭菜園でジャガイモを植える
ときは、正規に販売されている種
いもを使う。
農業振 興 課 農 政 係 ☎（26）

７０３０

川の増水に注意！川の増水に注意
　岩尾内ダムには、北海道企業局
が管理する発電所があり、発電を
行うたびに、川の水を放流してい
ます。
　川が増水することを知らせるた
め、発電所下流の警報局からチャ
イムと音声放送で注意喚起しま
す。増水した河川には、絶対に近づ
かないでください。
北海道企業局鷹泊発電管理事務
所☎０１６４（28）２２６１

　５月の開園から10 月まで、水
道が使えます。使用後は、蛇口を忘
れずに閉めてください。
都市環境課管理係☎（26）７７９６

しべつ霊園の開園しべつ霊園の開園

　合同墓の使用申請方法や概要
は、市 を確認するか、問い合わ
せください。

９月18日（金）まで
※納骨できる日時は、５～９月の
第２・４金曜日の午前中です。
都市環境課管理係☎（26）７７９６

合同墓の受付開始合同墓の受付開始

灯油タンクの点検灯油タンクの点検
　灯油を抜き取ったり、冬期間の損
傷箇所を修理するなどして、灯油が
漏れないようにしてください。
※灯油漏れで土壌などを汚染させ
たときは、原則、原因者が処理費用
を負担することになります。
都市環境課管理係☎（26）７７９６

ヒグマに注意！ヒグマに注意
　雪解け後、ヒグマが食べ物を求
めて人の生活圏に入ってくること
があります。
　市街地周辺でも目撃情報がある
ことから、特に日没から早朝にか
けての外出は十分注意し、できる
だけ山林や茂みなどに近づかない
ようにしてください。
《被害防止のために》
▶山林では音を出しながら歩く
▶生ごみなど、匂いのするごみは
長時間屋外に放置しない
▶見間違いを防ぐため、ペットの
フンは持ち帰る
《ヒグマを目撃したときは》
▶ヒグマやヒグマの痕跡（足跡、フ
ンなど）を見つけたときは、早急に
その場を離れ、畜産林務課に連絡
してください。
畜産林務課林務係☎（26）

７１３２



ゆずります
　　ゆずってください
ゆずります
　　ゆずってください

▶ゆずります
・学生服（朝日中）
▶ゆずってください
・エンジン式チェーンソー
※３月13日現在の情報です。
※市が受け付けた後は、双方で調
整いただきます。
くらし安全課くらし安全係☎

（26）７７３６

健康・福祉
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　「献血車ひまわり号」が巡回しま
す。皆さんの協力をお願いします。
４月22日（水）～24日（金）
地域福祉課地域福祉係☎（26）
７７４４

献血にご協力ください

　福祉ハイヤー助成券、自家用自
動車燃料券を交付します。くわし
くは問い合わせください。
下記のいずれかに該当する方
①下肢障がい（１・２級）
②体幹機能障がい（１・２級）
③視覚障がい（１・２級）
④呼吸器機能障がい（１級）
⑤腎臓機能障がい（１級）
⑥療育手帳（Ａ判定）
⑦特別障害者手当または障害児福
祉手当認定者
※⑦は、福祉ハイヤー助成券か自
家用自動車燃料券のいずれか

身体障害者手帳または療育手
帳を持参し、地域福祉課地域福祉
係☎（26）７７４４もしくは朝日支
所地域生活課☎（28）２１２１へ

障がいのある方へ
　ハイヤー料金等助成
障がいのある方へ
　ハイヤー料金等助成

低線量ＣＴ検査
　（肺がん検診）の導入
低線量ＣＴ検査
　（肺がん検診）の導入

　肺がん検診に、低線量ＣＴ検査
が加わります。低線量ＣＴ検査を
受ける方は、胸部Ｘ線検査が不要
になります。（旭川がん検診セン
ターのみの実施）
喀痰検査は廃止します。くわしく

は、５月に発行する令和８年度版け
んしんガイドをご確認ください。
令和９年３月31日まで受診可
旭川がん検診センター
50歳～74歳
20人　 6,400 円
旭川がん検診センター☎

０１２０（972）４８９
保 健 福 祉 セ ン タ ー ☎（22）

２４００

重度心身障がい者
　　　　　医療費助成
重度心身障がい者
　　　　　医療費助成

　心身に障がいのある方が安心し
て暮らせるよう、医療費の一部を
道・市が助成します。希望者は申請
してください。
下記のいずれかに該当する方
① 身体障害者手帳１・２級または
３級の内部障がい
② 療育手帳Ａ判定または重度の知
的障がい
③精神手帳１級

▶ 非課税世帯→初診時一部負担金
（指定訪問看護は１割負担）
▶課税世帯→医療費の１割負担

①保険情報がわかるもの
② 身体障害者手帳、精神手帳、療育
手帳、重度の診断書
③ 所得・課税状況が確認できるも
の
市民課 医 療 年 金 係 ☎（26）

７７０３、朝日支所地域生活課☎
（28）２１２１

帯状疱疹ワクチンの
　　　　　　料金助成
帯状疱疹ワクチンの
　　　　　　料金助成

　令和８年度の対象者は、令和９
年３月31 日までに65・70・75・
80・85・90・95・100 歳になる方
です。
　詳細は、個別に送付します。
各医療機関で予約
保健福祉センター☎（22）

２４００
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ＲＳウイルスワクチン
　　　　（妊婦用）接種
ＲＳウイルスワクチン
　　　　（妊婦用）接種

　生まれてくる赤ちゃんのための
母子免疫ワクチンで、自己負担な
しで接種できます。ＲＳウイルス
感染症は、１歳までにほとんどの
乳児が感染し、おもに発熱など呼
吸器症状を発症します。
妊娠１回につき接種日に妊娠

28週～36週の妊婦
※対象者には個別に案内送付
保健 福 祉 セ ン タ ー☎（22）

２４００

子宮頸がんワクチン子宮頸がんワクチン
　４月から、9価ＨＰＶワクチン
のみの接種となります。すでにご
案内している方も、4月からは９
価HPVワクチンを使用します。予
診票はそのまま使用できます。
中学１年生～高校１年生年代の
女性
各医療機関で予約
保健福祉センター☎（22）

２４００

成人肺炎球菌ワクチン成人肺炎球菌ワクチン
　４月から使用するワクチンが変
わるため、自己負担が5,000円程
度になります。
　事前申請は不要で、希望する医
療機関に直接予約してください。
令和７年度発行の予診票でも接種
可能です。
接種日に65歳の方
保 健 福 祉 セ ン タ ー ☎（22）

２４００

ランナーへの給水、コース交通整理、手荷物預かり
▶大会当日、満15歳以上の方（中学生は除く）
▶主催者が指定する場所・時間で活動できる方（休憩所はありません）

役員Ｔシャツ、飲料水、サフォークポイントカード（2,000 円相当）
５月25日（月）までに、右記フォームまたは電話で士別ハーフマラ

ソン大会実行委員会事務局（教育委員会合宿の里・スポーツ推進課内）☎
（26）７３０５へ

ボランティア
申込フォーム▶

■ボランティア募集

７月12日（日）　※雨天決行
士別市中央公園（東２ー４）
※ハーフマラソンと10kmは、日本陸上競技連盟公
認コース

▶午前８時 …ハーフマラソンスタート
▶午前９時  …10kmスタート
▶午前10時 …２km、ファンラン（２km）スタート

▶ＲＵＮＮＥＴ…パソコンまたはスマートフォン
から申し込みください。
▶専用振込用紙…必要事項を記入のうえ、郵便局窓
口で申し込みください。
※専用振込用紙が必要な方は、実行委員会にご連絡
ください。

６月５日（金）まで

《ハーフマラソン》
▶陸連登録者、一般 … 5,000 円
《10km》
▶陸連登録者、一般 … 4,500 円
▶高校生 … 3,000 円
《２km》
▶一般 … 2,500 円
▶中学生 … 2,000 円
▶小学生 … 1,500 円
《ファンラン》
▶１人2,000 円
※１人追加するごとに+1,000 円、最大４人
士別ハーフマラソン大会実行委員会事務局

（教育委員会合宿の里・スポーツ推進課内）
☎（26）７３０５
✉shibetsu-half@city.shibetsu.lg.jp

▲RUNNET



　「74歳の今、体調は絶好調！」という
現役医師がたどり着いた、最高の歩き
方。１日１万歩はいらない！

今月のオススメ！

　友達がいない小学５年生のアマネ
は、ある日、人気者の陽ちゃんに「遊
ぼう」と声をかけられる。大人になっ
たアマネが辿り着く「友情」とは。

　北海道四季折々の行事や暮らし
を、かわいいイラストで紹介。年齢
問わず楽しみながら北海道ならで
はの風習を知ることができる一冊。

「
陽
ち
ゃ
ん
か
ら
の
そ
よ
風
」

今月の新刊図書
小説 その他

「
ニ
ャ
ン
と
楽
し
い
北
海
道
歳
時
記
」

さ
と
う
も
え

著
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山
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著

市立図書館　☎（29）2153

催し・講座

「
奇
跡
の
鎌
田
式
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

鎌
田
實

著

博物館ＧＷイベント
野鳥のキーホルダー作り
博物館ＧＷイベント
野鳥のキーホルダー作り

　プラバンに野鳥のイラストを描
いて焼き上げ、オリジナルのキー
ホルダーを作ります。
　期間中は随時体験できます。
４月29日（水）～５月６日（水）
午後１時30 分～４時（所要時間
約20分）
市立博物館
どなたでも※小学３年生以下は
要保護者同伴
１人１個100円　　 不要
※常設展示観覧には別途入館料が
必要
市立博物館☎（22）３３２０

４月23日～５月12日は 第 68回こども読書週間
「ことばがきみのはねになる」

▶一般閲覧室
「ことばがきみのはねになる　心に響く名言・詩」展
４月23日（木）～５月12日（火）

　午前10時～午後６時
一般閲覧室（１階）

▶博物館共同スタンプラリー
期間中に一階閲覧室で本を借りると豆本がもらえま
す。児童図書コーナーでも本を借りると図書館オリ
ジナルトカードがもらえます。
どなたでも

図書館情報

すべて無料です

　理学療法士などの指導により、
介護予防・認知症予防を楽しく学
べます。運動や認知症予防を習慣
づけ、一緒に健康づくりに取り組み
ましょう。
５月13日～９月30日の水曜日

（全20回）午前９時30分～11時
30分
いきいき健康センター
60歳以上の市民

（介護認定を受けていない方・デイ
サービスを利用していない方・サ
フォークジムを修了していない方）
15人　 無料
４月18日（土）までにいきいき

健康センター☎（26）７７７８へ

いきいきクラブ
　　　　  12期生募集
いきいきクラブ
　　　　  12期生募集

羊と雲の丘牧柵整備羊と雲の丘牧柵整備
　くわしくは、市 をご確認くだ
さい。
４月19日（日）午前９時～
羊と雲の丘
※午前９時までに羊飼いの家集合
どなたでも　　 無料
４月14日（火）までに、下記

フォームまたは商工労働観光課観
光係☎（26）７７１７へ

▲申込フォーム
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令和８年度調理師試験令和８年度調理師試験
８月25日（火）午後１時30分～

４時
札幌市ほか道内７カ所
学校教育法第57条に規定する

者であって、令和８年５月15 日
までに寄宿舎、学校、病院等の施設
または飲食店営業、魚介類販売業、
そうざい製造業、複合型そうざい
製造業で２年以上調理の業務に従
事した方
6,900 円
４月30日（木）～５月15日

（金）に名寄保健所☎０１６５４
（３）３１２１へ

令和８年
経済センサス活動調査
令和８年
経済センサス活動調査

　総務省・経済産業省による「令和
８年経済センサス活動調査」が実
施されます。令和８年６月１日時
点の、全国の事業所および企業が
対象です。
　4月からインターネット回答用
の調査書類が国から郵送されます
ので、ご協力願います。また、5月
頃にインターネット未回答事業所
や新規事業所に調査員が訪問し、
調査票を配付します。
４月上旬～６月下旬頃
くらし安全課くらし安全係☎

（26）７７３６

自衛官募集対象者
　情報提供の除外申請
自衛官募集対象者
　情報提供の除外申請

　市は、自衛隊法施行令第120 条
にもとづく依頼により、自衛官募
集の対象となる方の情報（氏名、住
所など）を提供しています。自衛隊
への情報提供を望まない方は、申
請により除外できます。くわしく
は市 をご確認ください。
令和８年度に18歳および22歳

になる方
４月30日（木）まで
①市民課（１番窓口）、朝

日支所または各出張所
②郵送またはインターネット
※法定代理人による申請も可
※申請期間終了後、申請者には受
付を通知する書類を郵送します。
（法定代理人による申請の場合は
法定代理人に郵送）

①情報提供除外申請書
（インターネット申請時は不要）
②対象者の本人確認書類
※法定代理人が申請する場合は、
法定代理人の本人確認書類も必要
市民課 戸 籍 住 民 係 ☎（26）

７５７７
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参加しませんか？
　図書館ボランティア
参加しませんか？
　図書館ボランティア

　本の整理や清掃、イベントの手
伝いなどを行っています。一緒に
活動してみませんか。
　くわしくは、図書館まで問い合
わせください。
月２回午後からの活動
市立図書館
どなたでも
市立図書館☎（29）２１５３

募集・告知

博物館企画展
「はじめての野鳥観察」
博物館企画展
「はじめての野鳥観察」
　野鳥の観察方法や博物館周辺で
見られる種類を中心に、パネルや
写真、標本で紹介します。
４月25日（土）～６月28日（日）
※休館日を除く
市立博物館・公会堂展示館
入館料・高校生以上100円
市立博物館☎（22）３３２０

春の野鳥観察会春の野鳥観察会
　博物館周辺の森で野鳥を観察し
ます。双眼鏡の貸出もあります。
５月５日（火）午前９時～11時
グリーンスポーツ
※博物館集合・解散
どなたでも※小学３年生以下は
要保護者同伴
15人　　 無料
５月２日（土）までに市立博物

館☎（22）３３２０へ 朝日郷土資料室特別展
　「朝日の歴史を辿る」
朝日郷土資料室特別展
　「朝日の歴史を辿る」

　朝日町は、明治38年の開基から
令和７年で120年を迎えました。
写真と資料で、まちの歩みを振り
返ります。
４月13日（月）、14日（火）、19日

（日）、20日（月）、21日（火）午前10
時～午後４時
まなべ～る「朝日郷土資料室」
無料　　 不要
朝日支所地域文化課☎（28）

２１２１、朝日郷土資料室☎（28）
２５１０

博物館・季節の行事展
　　　　「端午の節句」
博物館・季節の行事展
　　　　「端午の節句」

　市民から寄贈いただいた五月人
形や武者兜などを展示し、端午の
節句の由来や風習を紹介します。
　会場では、甲冑レプリカの試着
ができます。
４月18日（土）～５月６日（水）
市立博物館エントランス
無料※常設展示観覧には別途入
館料が必要
市立博物館☎（22）３３２０

図書館よみきかせ会
図書館よみきかせ室
▶よみきかせ会
４月12日（日）、25日（土）午前
10時30分～11時
▶ちびっこよみきかせ会
４月23日（木）午前10時30分～
11時
市立図書館☎（29）２１５３

図書館よみきかせ会



（21）

～お困りごとなど受け付けます～

相談窓口

運転免許更新時講習

市民文化センター
士別地区交通安全協会連

合会（士別警察署内）
☎（23）０１１０
※  午前９時～午後４時30分
（正午～午後１時を除く）

※日程は変更する場合があります。

●行政相談
相談委員が幅広い相談を受け付けます。申し込
みは不要です。
①４月15日（水）午後１時～３時
　②５月20日（水）午後１時～３時
　③６月17日（水）午後１時～３時
市役所相談室（１階）
くらし安全課くらし安全係☎（26）7736

●無料法律相談
弁護士が応じます。３開庁日前までに申し込み
ください。
４月15日（水）午後５時～８時
　※１人25分間
市役所相談室（１階）
くらし安全課くらし安全係☎（26）7736

●出張年金相談
旭川年金事務所では、月に１回出張年金相談を
実施しています。年金記録や見込み額の確認、
年金請求の手続きなどができます。（完全予約
制）
４月23日（木）午前10時～午後３時30分

　５月28日（木）午前10時～午後３時30分
市民文化センター
旭川年金事務所

　☎0166（25）5606 自動音声１番→２番

その他

有効に活用しています
電源立地地域対策交付金
有効に活用しています
電源立地地域対策交付金
　市には、岩尾内発電所とポンテ
シオ発電所の２つの水力発電所と
その関連施設があります。
　発電用施設の設置や円滑な運転
を行うため、電源地域内の公共施
設整備や地域住民の福祉向上を目
的に電源立地地域対策交付金が交
付されています。
　令和７年度は、あさひ認定こど
も園職員の人件費に活用しまし
た。
朝日支所地域生活課地域振興係
☎（28）２１２１

　士別市まちづくり基本条例にもとづき「第２次士別市まちづくり
総合計画」を策定しました。計画の期間は４月から令和13年３月まで
の８年間です。
　総合計画は、私たちのまちづくりの基本方針です。2050年を見据え
て、必要な取り組みを分野ごとにまとめました。
　くわしくは市 をご確認ください。

総合政策課まちづくり推進係☎（26）７７９０



■記事を掲載してみませんか？
　イベントの開催情報やサークル会員募集、講演会などの記事掲載依頼
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▲市

ふるさと掲示板

▲日向神代神楽保存会が、新たな演目「三宝荒神」を市
民に披露しました。

▲温根別冬まつりでは、子どもたちがバナナボート体
験などで盛り上がりました。

▲４月から新一年生になる年長児を対象に、まもって
あげ隊による交通安全教室が行われました。

▲全日本スノークロス選手権が旧士別高校跡地で行
われ、約60台が雪原に爆音を響かせました。

▲地域おこし協力隊の活動報告会が行われ、隊員たち
がこれまでの成果と実績を市民に発表しました。

▲犯罪被害を受けた人への支援内容などを定めた「犯
罪被害者等支援条例」を、４月１日に施行しました。




